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【はじめに】現在、多くの施設において乳癌切除後の再建として、tissue 
expander（以後 TE）挿入を経て二期的に silicon breast implant（以後
SBI）に入れ替える一次二期乳房再建が行われているが、われわれは今後
一次一期再建である Direct-to-Implant の適応につき検討すべきと考え
ている。仮に術前の乳房体積から切除検体量や SBI 容量をある程度予想で
きれば、在庫を多く抱えることなく Direct-to-Implant を導入しやすい。
今回われわれはこの点に着目し検討したので報告する 
【対象】2014 年 4 月から 2015 年 9 月までに当院で施行した乳癌切除後の
一次二期再建 48 例を対象とした。このうち初回再建でないもの、両側乳
房再建例、豊胸術後、放射線照射後例は除外した。 
【方法】乳房体積の測定は立位で両上肢を伸展した状態で 30 度程度外転
させ、自然吸気時で息止めした状態で測定した。測定機器はハンドタイプ
の 3DスキャナーKINECT V1（Microsoft Co. , Ltd., Redmond, WA）、キャ
プチャーソフト ARTEC STUDIO PRO（ARTEC Group, Inc., Luxembourg ）、
また画像解析ソフト Breast Rugle（Medic Engineering corp., Kyoto, 
Japan）を用いた。腫瘍切除量は、切除した検体を生理食塩水が満たされ
た容器の中に沈め、あふれた量を計測した。腫瘍切除量（ml）、SBI 容量
（ml）との関係性をピアソンの相関分析にて検討し、単回帰分析にて回帰
式を算出した。TE はナトレル 133 ティッシュエキスパンダー（Allergan 
Inc., Ireland）、SBI はナトレル 410 ブレストインプラント（同社製）を
全例で使用した。 
【結果】術前乳房体積、腫瘍切除量、SBI 容量それぞれに高い相関があっ
た。 
また以下の回帰式が得られた。 
①腫瘍切除量（ml）=1.01×術前乳房体積（ml）＋9.91 
②SBI容量（ml）＝0.73×術前乳房体積（ml）＋65.42 
③SBI容量（ml）=0.68×腫瘍切除量（ml）＋68.26 
【考察】今回の調査結果から得られた式はやや複雑で臨床的に使用しにく
い印象がある。そこで定数項を 0と定義し、再び回帰式を算出すると以下
のような式が得られた。 
(a) SBI 容量(ml)=0.88×腫瘍切除量(ml) 
(b) SBI 容量(ml)= 0.93×乳房体積(ml) 
(c)腫瘍切除量(ml)=1.04×乳房体積(ml) 
この式を用いると SBI容量は術前乳房体積の 9割強のものを準備すれば
よいことになり、非常に単純で使用しやすい。      
今後はさらに症例数を増やし、SBI 挿入術後の外見上の評価も加味した
調査と今回得られた式を用いて挿入した場合の結果についても報告して
いきたい。 
 
 
 
